
 

 

 

一般職の任期付職員の採用等に関する規則の一部改正について 

 

 

 

平成 28 年３月 25 日提出    岩手県人事委員会 委員長  熊谷 隆司 

 

 

 

第１ 改正の趣旨 

   一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成 14 年岩手県条例第 56 号）

の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするものである。 

 

第２ 規則案の内容 

  (１) 条例第７条第２項に定める「人事委員会規則で定める基準」の規定が

削除されることに伴い、規則の制定根拠となる当該条項を削除すること。

（第１条関係） 

  (２) 号給別基準職務表が条例において定められることに伴い、第４条を削

除すること。（第４条関係） 

  (３) その他所要の整理をすること。（第５条から第 10 条関係） 

 

第３ 施行期日（附則関係） 

   平成 28 年４月１日から施行すること。 
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 一般職の任期付職員の採用等に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  平成28年３月 日 

岩手県人事委員会       

委員長 熊 谷 隆 司  

岩手県人事委員会規則第 号 

   一般職の任期付職員の採用等に関する規則の一部を改正する規則 

 一般職の任期付職員の採用等に関する規則（平成14年岩手県人事委員会規則第28号）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、一般職の任期付職員の採用等に関する条

例（平成14年岩手県条例第56号。以下「条例」という。）第

７条第２項及び第４項並びに第11条の規定に基づき、任期付

職員（条例第２条及び第３条の規定に基づき任期を定めて採

用された職員をいう。以下同じ。）及び任期付短時間勤務職

員（条例第４条の規定に基づき任期を定めて採用された職員

をいう。以下同じ。）の採用及び給与の特例に関し必要な事

項を定めるものとする。 

第１条 この規則は、一般職の任期付職員の採用等に関する条

例（平成14年岩手県条例第56号。以下「条例」という。）第

７条第４項及び第11条の規定に基づき、任期付職員（条例第

２条及び第３条の規定に基づき任期を定めて採用された職員

をいう。以下同じ。）及び任期付短時間勤務職員（条例第４

条の規定に基づき任期を定めて採用された職員をいう。以下

同じ。）の採用及び給与の特例に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

（特定任期付職員の号給の決定） 

第４条 特定任期付職員（条例第７条第１項に規定する特定任

期付職員をいう。以下同じ。）の同項の給料表の号給は、そ

の者の専門的な知識経験又は識見の度並びにその者が従事す

る業務の困難及び重要の度に応じて決定するものとし、その

決定の基準となるべき標準的な場合は次の各号に定めるとお

りとする。 

(１) 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を

活用して業務に従事する場合 １号給 

(２) 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を

活用して困難な業務に従事する場合 ２号給 

(３) 高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経験を

活用して特に困難な業務に従事する場合 ３号給 

(４) 特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経

験を活用して特に困難な業務に従事する場合 ４号給 

(５) 特に高度の専門的な知識経験を有する者がその知識経

験を活用して特に困難な業務で重要なものに従事する場合 

 ５号給 

(６) 極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有す

る者がその知識経験等を活用して特に困難な業務で重要な

ものに従事する場合 ６号給 

(７) 極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識見を有す

る者がその知識経験等を活用して特に困難な業務で特に重

要なものに従事する場合 ７号給 
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（特定任期付職員業績手当） 

第５条 ［略］ 

第６条 ［略］ 

（第２条第２項任期付職員の級別資格基準表の適用方法等の

特例） 

第７条 条例第２条第２項の規定により任期を定めて採用され

た職員（医療局企業職員又は企業局企業職員として採用され

た職員を除く。以下「第２条第２項任期付職員」という。）

であって、その者が有する専門的な知識経験、従事する業務

等に照らして、職員の任用に関する規則（昭和32年岩手県人

事委員会規則第12号）第９条第２項の規定による試験（同項

第４号に規定する試験を除く。）のうちいずれかの試験の結

果により採用された者に相当する者として人事委員会が認め

たものについては、初任給、昇格、昇給等の基準に関する規

則（昭和45年岩手県人事委員会規則第12号。以下「初任給等

規則」という。）別表第２に定める級別資格基準表（以下こ

の条及び次条において「級別資格基準表」という。）の試験

欄の「正規の試験」の区分のうち当該試験に対応する区分を

適用することができる。 

２ ［略］ 

（第２条第２項任期付職員の号給の決定の特例） 

第８条 ［略］ 

（初任給等規則の規定の適用に関する読替え） 

第９条 前条の規定の適用を受ける第２条第２項任期付職員に

ついては、初任給等規則第９条第１号中「第17条第１号又は

第２号」とあるのは「一般職の任期付職員の採用等に関する

規則（平成14年岩手県人事委員会規則第28号）第８条」と、

同規則第25条第１項第２号中「第17条」とあるのは「一般職

の任期付職員の採用等に関する規則第８条」として、これら

の規定を適用する。 

 （補則） 

第10条 ［略］ 

（特定任期付職員業績手当） 

第４条 ［略］ 

第５条 ［略］ 

（第２条第２項任期付職員の級別資格基準表の適用方法等の

特例） 

第６条 条例第２条第２項の規定により任期を定めて採用され

た職員（医療局企業職員又は企業局企業職員として採用され

た職員を除く。以下「第２条第２項任期付職員」という。）

であって、その者が有する専門的な知識経験、従事する業務

等に照らして、職員の任用に関する規則（昭和32年岩手県人

事委員会規則第12号）第９条第２項の規定による試験（同項

第４号に規定する試験を除く。）のうちいずれかの試験の結

果により採用された者に相当する者として人事委員会が認め

たものについては、初任給、昇格、昇給等の基準に関する規

則（昭和45年岩手県人事委員会規則第12号。以下「初任給等

規則」という。）別表第２に定める級別資格基準表（以下こ

の条及び次条において「級別資格基準表」という。）の試験

欄の「採用試験」の区分のうち当該試験に対応する区分を適

用することができる。 

２ ［略］ 

（第２条第２項任期付職員の号給の決定の特例） 

第７条 ［略］ 

（初任給等規則の規定の適用に関する読替え） 

第８条 前条の規定の適用を受ける第２条第２項任期付職員に

ついては、初任給等規則第９条第１号中「第17条第１号又は

第２号」とあるのは「一般職の任期付職員の採用等に関する

規則（平成14年岩手県人事委員会規則第28号）第７条」と、

初任給等規則第25条第１項第２号中「第17条」とあるのは「

一般職の任期付職員の採用等に関する規則第７条」として、

これらの規定を適用する。 

 （補則） 

第９条 ［略］ 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

   附 則 

 この規則は、平成28年４月１日から施行する。 
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【参考】 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（抜粋） 

改正前 改正後 

 （特定任期付職員の給与に関する特例） 

第７条 [略] 

 （特定任期付職員の給与に関する特例） 

第７条 [略] 

２ 任命権者は、特定任期付職員の号給を、特定任期付職員

が従事する業務に応じて人事委員会規則で定める基準に従

い決定する。 

２ 任命権者は、特定任期付職員の号給を、その者の専門的

な知識経験又は識見の度並びにその者が従事する業務の困

難及び重要の度に応じて決定するものとし、その決定の基

準となるべき職務の内容は次の号給別基準職務表に定める

とおりとする。 

   号 給 基準となるべき職務   

   １ 高度の専門的な知識経験を有する者がその知

識経験を活用して業務に従事する職務 

  

   ２ 高度の専門的な知識経験を有する者がその知

識経験を活用して困難な業務に従事する職務 

  

   ３ 高度の専門的な知識経験を有する者がその知

識経験を活用して特に困難な業務に従事する

職務 

  

   ４ 特に高度の専門的な知識経験を有する者がそ

の知識経験を活用して特に困難な業務に従事

する職務 

  

   ５ 特に高度の専門的な知識経験を有する者がそ

の知識経験を活用して特に困難な業務で重要

なものに従事する職務 

  

   ６ 極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識

見を有する者がその知識経験等を活用して特

に困難な業務で重要なものに従事する職務 

  

   ７ 極めて高度の専門的な知識経験又は優れた識

見を有する者がその知識経験等を活用して特

に困難な業務で特に重要なものに従事する職

務 

  

３～５ ［略］ ３～５ ［略］ 
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